




凝固界面の上昇速度より溶解速度が大きくなる場合は，
特に鋳塊の中央部において深い溶湯プールが形成され
る。
　鋳塊中の分析値結果を図4に示す。本分析値より，Fe
濃度分布は鋳塊中心軸上で変動が大きく，外周に近づく
に従い長手方向の変動は小さくなっていることがわか
る。
2．1．3　伝熱・凝固計算

　まず，熱力学計算により Ti-10V-2Fe-3Al合金の液相線
温度，固相線温度，Feの平衡分配係数�0を算出した。本
合金における Feの平衡分配係数�0は0.370，液相線温度




